開会挨拶
譙 燕
本日はお忙しい中、中国北京日本学研究センターと日本対照言語行動学研究会北京共同シンポジウムにご臨席いただきまして誠にありがとうございます。
今回の共同シンポジウムは、氏家代表幹事をはじめ、日本対照言語行動学研究会の先生方の熱心なご指導とご尽力により行われたものです。この場をお借りいたしまして厚く御礼を申し上げます。日本対照言語行動学研究会では、十数年前から毎年研究会を続けてきた旨、拝聴いたしておりますが、先生方の学問に対する真摯なお気持ちと情熱に改めて心より敬意を表する次第でございます。
北京日本学研究センターは中国教育部と日本国際交流基金の共同事業として1985年に設立されましたが、それ以来、数多くの日本学関係の大学院生及び日本語教師を養成してきました。現在では、日本言語、日本語教育、日本文学、日本文化、日本社会、そして日本経済の六つのコースを設置しており、教育活動と研究活動を盛んに展開しております。大学院生の訪日研究も毎年実施しております。
今回のシンポジウムは北京日本学研究センターにとって言語関係初の中日共同シンポジウムですが、この機会を利用して日本の研究者と言語学、日本語学などに関して研究情報を交流し、問題点を検討、議論することは極めて意義深いものだと考えております。
最後に、今回のシンポジウムが、皆さんにとって充実した一日となることを祈念申し上げまして、簡単ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。

